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道徳 中－ 56／56

１ 主題名 自己の向上と個性の伸長 １－（５）

自ら考え，判断し誠実な生き方 １－（３）

２ 資料名 「和夫の決断」（『生徒の心にひびく道徳の授業（中学教育 11月号増刊）』

佐藤元の資料一部改 小学館 平成14年11月）

３．主題設定の理由

○ ねらいとする価値 ○ 生徒の実態

人間はだれでもよりよく生きたいと願い， 本学級の生徒は，意欲的な態度で学習に臨むこ

自分の個性を生かした充実した生き方を模索 とができる。時として一部の生徒の発言で授業が

するものである。 展開していくことがあるが，素直に疑問を口にし，

中学生の時期は，自己理解が徐々に深まり， その疑問を解決し理解していこうとする態度をも

自分なりの生き方についての関心が高まって っている。

くる。その一方で周囲を気にしたり，他人の 生徒たちは，進路指導や学級活動の時間を通し

言動に振り回されたりして，主体性を失って て，自分の生き方について向き合い始めている。

しまうこともある。高校進学に関しても世の 職場体験学習を終え，自分なりの「働く」意義を

中の流れとして受け止めている傾向にある。 見い出しつつある。将来やりたい仕事・なりたい

そういう生徒たちに，中学校卒業はこれから 職業がある生徒が20名と将来設計については意識

の人生の自己実現の第一歩であることを認識 も徐々に高まっている。一方で自分の長所が分か

させたい。自分の長所や個性を考え，目標を らず，学力的な問題・家庭の事情等に直面してい

もった生き方をすることの大切さを考えさせ る生徒がいるのも事実であるが，将来，充実した

たい。 生活を送るためにも自分の意志で決定し進んでい

くことの意義を考えさせたい。

○ 資料について

本資料は，進路決定を迫られる「和夫」の心の揺れをテーマにしている。農業高校に進学して

跡取りとして生きてほしいと願う両親と，幼いときからのあこがれである宮大工になることを夢

見ている和夫。家族の気持ちもよく分かるし，農業が全く嫌なわけではない。しかし，宮大工へ

の道もあきらめきれない。時期的にも決定しなければならず，時間の猶予はあまりない，という

ものである。

来年は３年生となり，進路選択が自らの問題となる生徒たちにとって，真剣に考えざるを得な

い資料である。どういう生き方をしていくのかということを考える契機となる資料である。

○ 指導の重点

指導に当たっては，単に農業高校か宮大工かを考えさせるのではなく，なぜそう考えるのかと

いうことを追っていきたい。自分の考えとその理由をグループの中で出し合い，メンバーの意見

を聞くことで様々な価値観に触れさせたい。そして，１人で考え込むのではなく，他者の意見を

聞きながら自分の考えを深めていくことの意義を感じとらせたい。

４ 本時で重点を置いたキャリア諸能力

選択能力 「自己の個性や興味・関心等に基づいて，よりよい選択をしようとす

る。」

「選択の意味や判断・決定の過程，結果には責任が伴うことなどを理

解する。」

1-(3) 自立の精神を重んじ，自主的に考え，誠実に実行してその結果

に責任をもつ。（自主・自律と責任）
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５ 本時

(1) 目標

・ 自らの長所や個性を考え，目標をもって生きていこうとする態度を養う。

(2) 展開

学 習 活 動 主な発問等 指導上の留意点 評価（方法）

【キャリア諸能力】

１ 職場体験学習 ○ 職場体験学習で， ・ 本時の学習を身近な問

のことを想起す 事業所の方と進路 題としてとらえられるよ

る。 のことでどんなお うにする。

導 話をしましたか。

２ 資料を読んで，

内容を整理し考

入 える。

(1) 和夫はどうす ○ 和夫は農業高校 ・ 和夫のかっとう状況を 自分なりの理由を

／ べきかを考える。 に進学すべきでし 明らかにする。 明らかにし，判断

ょうか，宮大工へ ・ 和夫が農業にも魅力を することができ

の道を進むべきで 感じていることを押さえ る。(ワークシート・

しょうか。その理 ておく。 観察)

由も書いてくださ 【選択能力】

い。

(2) グループにな ○ 短冊黒板に「農 ・ なかなか判断できない

り話し合う。 業高校」か「宮大 生徒には「自分だったら

工」かの意思表示 どうするか」など，補助

展 をしてネームプレ 発問をする。

ートを貼り，理由 ・ 各グループに短冊黒板

を発表してくださ と名前を書いたネームカ

い。友達の発表が ード（付せん紙２色：ピ

終わったら，質問 ンク・黄色）を配布する。

したり意見交換を ・ どちらに進むべきか，

したりして話し合 ネームカード（ピンク）

ってみましょう。 をはらせ，意思表示させ

る。各班の短冊黒板を黒

板に提示する。

・ 自分の意見を言い，友

達の意見に対して，質問

させる。友達の意見を聞

き，自分の考えを深めて

いくよう机間指導をす

る。

・ 意見交換がうまく進ま

ず，話し合いが滞ってい

る班には，話し合いの柱

を提示して進めさせる。

・ 農業高校へ進学して，

失敗した（合わなかった）

らどうするのか。

・ 親元を離れてやってい
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けるのか。

・ どんな仕事をしても苦

開 しいことはあるだろうけ

れど，その時自分を支え

るものは何か。

・ 農業はどうしていくの

か。

・ 親の願いは聞かなくて

いいのか。 など

３ 考えを整理し， ○ グループで出た 話合いの中で出て

意見を発表する。 意見を発表してく きた意見や友達の

ださい。 意見を聞き，自分

○ 友達の意見を聞 ・ もう一度ネームプレー の考えを深め，判

いたり，話し合っ トをはらせ，意思表示さ 断することができ

たりしたことを参 せる。考えが変わった生 る。(ネームカード・

考にして，もう一 徒は，ピンクのネームカ 観察)

度ネームプレート ードを外し，黄色のネー 【選択能力】

をはりましょう。 ムカードをはる。

・ 気持ちが変わった生徒

にも発表させる。気持ち

／ の変化を重視するのでは

なく，考えた過程を重視

したい。

４ 授業の感想を ○ 今日の授業で考

書く。 えたことを書いて

ください。（どう

いうことを考えた

終 か発表してくださ

い。）

５ 教師の話を聞 ・ 目標をもって生きてい

く。 くことが，自分を表現し，

自分を成長させる生き方

末 につながることを話す。

大いに悩み，人の意見を

聞いて，よく考えること

の意義について話す。


